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１ 国語 

学校番号 3020 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 国語総合 単位数 ５単位 年次 １年次 

使用教科書 「精選国語総合現代文編 改訂版」「精選国語総合古典編 改訂版」（筑摩書房）

副教材等 
「核心漢字２５００＋語彙１０００」（尚文出版） 
「体系古典文法」（数研出版）「読んで見て覚える古文単語３１５」（桐原書店）
「新明説漢文」（尚文出版）「プレミアムカラー国語便覧」（数研出版）など 

１ 担当者からのメッセージ 

＜現代文の授業について＞ 
普段使っている日本語を改めて学ぶ目的は、「自分の伝えたいことをわかりやすく相手に伝え

るため」であり、また「相手の言いたいことを的確に理解するため」です。これから皆さんは、

今まで以上に多様な価値観の人とコミュニケーションをとることになります。その時に「思った

ことが伝わる」ように、「相手の考えをしっかりと理解できる」ようになるには、今よりも丁寧

かつ精密に言葉と向き合う時間が必要です。現代文の授業はその基礎作りです。授業中は集中し

て主体的に考えることを心がけ、また、辞書を引く習慣、読書の習慣を身に着け、語彙力や教養

を培ってください。 

＜古典の授業について＞ 
千年以上前に成立した「古典作品」が今も残り読まれているのは、そこに価値が見出せるから

です。古典作品から先人たちの考え方や価値観、生き方を学ぶことで、昔と今で「変わったこと」、

「変わらないこと」に気づき、皆さんがこれからの人生を豊かに生きていくヒントにしてほしい

と思います。とはいえ、見慣れない古文や漢文を読むには練習が必要です。授業前にはしっかり

と予習をし「わかること」と「わからないこと」を明確にしてください。学習には音読を積極的

に取り入れてください。 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 
・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 
・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 
・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 
・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観
点 

a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う
力を進んで高め
るとともに、言
語文化に対する
関心を深め、国
語を尊重してそ
の向上を図ろう
とする。 

目的や場に応じ
て効果的に話
し、的確に聞き
取ったり、話し
合ったりして、
自分の考えをま
とめ、深めてい
る。 

相手や目的、意
図に応じた適切
な表現による文
章を書き、自分
の考えをまと
め、深めている。

文章を的確に読
み取ったり、目
的に応じて幅広
く読んだりし
て、自分の考え
を深め、発展さ
せている。 

伝統的な言語文
化及び言葉の特
徴やきまり、漢
字などについて
理解し、知識を
身に付けてい
る。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 
記述の点検 
（ノート、ワー
クシート等） 

行動の観察 
（発表等のパフ
ォーマンスの
評価） 

記述の確認及び
分析（ワークシ
ート） 
定期考査 
小テスト 

記述の確認及び
分析（ワークシ
ート） 
定期考査 

行動の観察 
記述の確認 
（ノート、ワー
クシート等）

定期考査 
小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e

１
学
期 

評
論
１ 

【近代以降】 

教材： 

「デジタル社会」 

「開かれた文化」 

「結ばれていく時間」 

「〈わたし〉のいる場

所」 

 

ワークシート 

○  ○ ◎  

a:話題について根拠を明確にし

て意見を述べようとしている。  

ｃ:論理の構成や展開を工夫して

適切な表現の仕方を考えたり、

書いたりしている。 

ｄ:文章の内容や形態に応じた表

現の特色に注意し、論理的構成

を把握しながら読んでいる。 

ａ： 

行動の観察と確

認 

 

ｃ、ｄ： 

記 述 の 分 析 及

び定期考査 

小
説
１ 

【近代以降】 

教材：  

「羅生門」 

「愛されすぎた白鳥」 

 

ワークシート 

○ ◎  ○  

a:考えの進め方や、情景や心情の

推移など、文章の筋道を的確に

とらえようとしている。 

ｂ:話題について様々な角度から

検討して自分の考えを持って

話そうとしている。  

ｄ:文章に描かれた人物、情景、

心情などを表現に即して読み

味わっている。 

ａ、ｂ: 

行 動 の 観 察 及

び記述の点検 

 

ｄ: 

記 述 の 確 認 及

び定期考査 

 

古
文
入
門 
・ 

物
語
１ 

・ 

随
筆 

【古典】 

教材： 

＜古文入門＞ 

『宇治拾遺物語』「児

のそら寝」「絵仏師良

秀」 

『十訓抄』「大江山」 

＜物語＞ 

『伊勢物語』「芥川」

「筒井筒」 

＜随筆＞ 

『徒然草』「丹波に出

雲といふ所あり」 

＜文法＞ 

歴史的仮名遣い、文

語の用言、助動詞、

和歌の修辞 

○    ◎

a:伝統的な言語文化へ多様な方

面から迫り、 そうした文化の

独自の性格やその価値に気付

こうとしている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語

の決まりを身につけている。 

ａ： 

行 動 の 観 察 及

び記述の点検 

 

ｅ： 

記 述 の 確 認 及

び定期考査 

 

 

漢
文
入
門 

・ 

故
事 

【古典】 

教材： 

＜漢文入門＞ 

「訓読のきまり」 

＜故事＞ 

『列子』「朝三暮四」 

『戦国策』「借虎威」 

『准南子』「塞翁馬」 

＜句法＞ 

否定・再読文字 

○    ◎

a:伝統的な言語文化へ多様な方

面から迫り、 そうした文化の

独自の性格やその価値に気付

こうとしている。 

e:漢文を読むことに役立つ、文語

の決まりを身につけている。 

ａ： 

行 動 の 観 察 及

び記述の点検 

 

ｅ： 

記 述 の 確 認 及

び定期考査 
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２
学
期 

評
論
２ 

【近代以降】 

教材： 

「失われた両腕」 

「ことばとは何か」 

「魔術化する科学技

術」 

 

ワークシート 

 

○  ◎  ○

a:自分の考えが、根拠から妥当な

論理展開で導き出されている

ことを相手に分かりやすく示

そうとしている。 

ｃ:書く相手や書く目的を実現す

るのにふさわしい文章の形態

や文体、語句などを考え適切に

選んでいる。  

e:書くことに必要な語句、文章の

形態の違いによる特色につい

て理解している。 

ａ： 

行 動 の 観 察 及

び記述の点検 

 

ｃ： 

記 述 の 確 認 及

び定期考査 

 

ｅ： 

定 期 考 査 及 び

小テスト 

小
説
２ 

【近代以降】 

教材： 

「夢十夜」 

「待ち伏せ」 

「カプリンスキー氏」 

 

ワークシート 

 

○ ◎  ○  

a:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予兆

などに果たしている効果に気

付こうとしている。 

ｂ:人物、情景、心情などを、ど

うして書き手がこのように描

いているのかを捉え、象徴、予

兆などに果たしている効果に

気付いて話をしている。 

ｄ:文章の形態や文体の違いによ

る特色について理解している。 

a: 

行 動 の 観 察 及

び記述の点検 

 

ｂ: 

記 述 の 確 認 及

び定期考査 

 

ｄ： 

記 述 の 分 析 及

び定期考査 

日
記
１ 

・ 
軍
記 

・ 

物
語
２ 

【古典】 

教材： 

＜日記＞ 

『土佐日記』「門出」

「 亡 き 児 を し の ぶ 」

「帰京」 

＜軍記＞ 

『平家物語』「木曾の

最期」 

＜物語＞ 

『竹取物語』「かぐや

姫誕生」 

＜文法＞ 

助動詞、敬語 

○   ◎ ○

a:文章の構成や展開を確かめ、書

き手の意図を捉えようとして

いる。 

ｄ:語句や表現に注意して文脈を

捉え、書き手の考えなどを、間

違いなく、過不足なく読みとっ

ている。 

e:国語における言葉の成り立ち、

表現の特色及び言語の役割な

どを理解している。 

ａ： 

行 動 の 観 察 及

び記述の点検 

 

ｄ、ｅ： 

記 述 の 確 認 及

び定期考査 

 

唐
詩 

・ 

史
伝 

・ 

文
章 

【古典】 

教材： 

＜唐詩＞ 

「春暁」「涼州詞」「八

月十五日夜、禁中

独直、対月憶元九」 

＜史伝＞ 

『十八史略』「死諸葛

走生仲達」 

＜文章＞ 

『雑説』 

＜句法＞ 

受身、使役、疑問、

反語 

○   ◎ ○

a:文章の構成や展開を確かめ、文

章の内容にふさわしい文体や

語句、表現の技法が用いられて

いるかどうかを考察しようと

している。 

d: 語句や表現に注意して文脈を

捉え、書き手の考えなどを、間

違いなく、過不足なく読みとっ

ている。 

e:国語における言葉の成り立ち、

表現の特色及び言語の役割な

どを理解している。 

a: 

行 動 の 観 察 及

び記述の点検 

 

ｄ、ｅ： 

記 述 の 確 認 及

び定期考査 
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３
学
期 

評
論
３ 

【近代以降】 

教材： 

「マルジャーナの知

恵」 

「環境と身体」 

「名づけと所有」 

 

ワークシート 

○  ○ ◎  

a:話したり聞いたり話あったり

したことの内容や表現の仕方

について自己評価や相互評価

を行い、ものの見方、感じ方を

豊かにしようとしている。  

ｃ:文章の中心的な部分と付加的

な部分、事実と意見などを適切

に書き分けている。 

ｄ:文章の組立てや骨組みを的確

にとらえている。 

a: 

行 動 の 観 察 及

び記述の点検 

 

ｃ、ｄ： 

記述の確認と分

析 及 び 定 期 考

査 

 

物
語
３ 

・ 

日
記
２ 

【古典】 

教材： 

＜物語＞ 

『竹取物語』「かぐや

姫の嘆き」 

＜日記＞ 

『更級日記』「東路の

道の果て」 

＜文法＞ 

助詞 

   ◎ ○

d: 語句や表現に注意して文脈を

捉え、書き手の考えなどを、間

違いなく、過不足なく読みとっ

ている。 

e:古文を読むことに役立つ、文語

のきまりを身に付けている。 

d: 

記 述 の 確 認 及

び定期考査 

 

e: 

小テスト及び定

期考査 

思
想 

【古典】 

教材： 

＜思想＞ 

『論語』、『孟子』 

『 礼 記 』 「 苛 政猛 於

虎」 

＜句法＞ 

比況、仮定、助字 

   ◎ ○

d: 語句や表現に注意して文脈を

捉え、書き手の考えなどを、間

違いなく、過不足なく読みとっ

ている。 

e:中国の文化の受容とその変容

とを繰り返しつつ築かれた日

本の言語文化を理解する。 

d: 

記 述 の 確 認 及

び定期考査 

 

e: 

小テスト及び定

期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


